
6月の定例作業日(6/25)は、 

梅雨特有の曇り空で、蒸しま

したね～～。たまに吹く風が 

心地よく感じられましたー。 

参加者は 15+1 名。林内班～

11名。ゴミ班～4名。 

林内班は、築山北西側(B-1･

B-2地区)での作業となりまし

たが、風の通り抜けが無いた

め、蒸し暑く汗ビッショリの

作業となったようです。 

ゴミ班は、新園路をサッカ

ー場分岐点まで進み、東西通

りに入り～東京狭山線沿い～

サッカー場～湿地～新園路～

中央通り～旧管理棟。 

コース記号は、イ-n-m-F-G-

O-O’-P’-a--a’-k-i-ロ-i-

j-L-K となります。 

①東西通り西側が轍の補修

工事中のため変則コースにし

ました。②新園路は、かなり

草が繁茂して通りずらい所も

ありました。③東京狭山線沿

いの区間では、田中さんが自

前の鎌で大奮闘して道を切り

開きました。④シェルター北

側のオオブタクサ繁茂地は、

刈込されてきれいになってい

ました。⑤サッカー場西側に

てオオブタクサ撤去作業実

施。⑥湿地は表面がカラカラ

でも、枯れ草をよけるとシッ

トリしていました。⑦加人員

の+1名は、松郷のマサコサマ

で、入院を控えており、11時

過ぎに見えて昼食会に参加し

ました。昼食会参加者 3名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [6/25 参加者写真] 
 

まずはゴミ班の水島さんから

の報告･感想です。『2ヶ月ぶり

に訪れたカルチャーパークは、

深い緑に覆われていました。 

どんよりとした曇り空の中、

とても蒸し暑い日で、林の中を

歩いているだけで、汗が噴き出

してきました。 

そんな中、田中さんが先頭を

切って自前の鎌で草を刈り取

り、道を切り開いてくれまし

た。鎌で草を切るたびに、緑の

強い臭いが鼻に来て、これもカ

ルチャーパークでしか経験でき

ないことかなと思いました。 

狭山線に出るところでは、車

の中から投げ捨てられたと思わ

れる缶ビールの空き缶やビニー

ルの袋を拾いましたが、結局ゴ

ミはこれだけでした。 

今日の作業の中心はやはりオ

オブタクサの撤去作業で、大汗

をかきました。 

びっしょり汗でぬれたシャツ

が重く感じられ、着替えを持っ

てこなかったことが悔やまれま

した。 

「憎きオオブタクサめ！」と

気合を入れて引き抜きました

が、やはり 1メートルぐらい伸

びているものは力が要ります。 

湿地も深い緑に囲まれていて

何時ものように出迎えてくれま

した。真ん中にポツンと桜の木

が一本けなげに立っていて、来

年の春には花を咲かせてくれる

かなと、思いをはせつつ湿地を

後にしました。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [6/25 ゴミ班参加者写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25道を切り開く] 
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6/21 ?--いよいよ梅雨入り～！  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [6/25 オオブタクサの撤去] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 湿地のサクラ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 新園路もこんなに‥･] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [6/25 ゴミ集約] 
 

次いで林内班の三浦さんから

の報告･感想です。 

『6月 21日関東地方が梅雨入

りしたらしい。平年に比べ二週

間ほど遅く統計を取って以来二

番目の記録だそうだ。今年の季

節感が何時もと違うと感じてい

たが、温暖化が関係しているの

かも知れない。 

日照不足の影響が無かった野

菜は順調に育ち一週間前に 400

円だったキャベツが 100円台に

なるなど家計に恩恵をもたらし

たが、一寸複雑な気持ちになっ

た。 

この日の最高気温は 32度

（体感温度 35度）の予報。 

半端ない蒸し暑さのため朝か

ら身体が飽和状態で黙っていて

も汗が湧いてくる。向かう途中

桜木神社の通りを見ると片側は

刈り払いされておりすっきりと

していた。が一歩カルチャーに

踏み入れると、園路の両側は草

丈が半端ない大きさに伸長して

おり、あまりにもギャップが大

きい。 

前回刈り払いした場所でさえ

林床が隠れて見えない。僅かの

間にと思いつつ雑草の生命力の

旺盛さには叶わないことを知ら

された。 

この日集まったのは体験参加

の F女史をはじめ久米の自宅か

ら所沢駅まで徒歩、バスに乗っ

て降りて徒歩で連続参加の H母

と息子さんなど 15人、プラス

持病の腰痛にめげず参加の K女

史も加えると 16人だ。ゴミ収

集巡回 4人、林内班 11人の編

成でスタート。林内班の作業地

は前回の続き原っぱ広場に面し

た部分、直線距離凡そ 60ｍ位

を二分し片方では林内の落下枝

の収集と集積、もう一方は刈り

払い機 4台稼働させての下刈り

とした。林内の落下枝は前回と

同様林内に集積する事とした。 

この日気が付いた事二点記し

たい。一つは、以前のかわら版

に掲載した内容と重複するが依

然ナラ枯れした樹が多く残って

いること、この日の作業エリア

だけで 10本近くあった。市が

調査し伐採計画を実施中とは承

知しているが、利用者が多くな

るこの夏の季節はカブトムシや

クワガタを求め林内に入る子供

達が多くなることを考えると心

配だ。何時生じるかも知れない

不測の事態を考えると看過でき

ない。伐採計画の前倒しや安全

対策などの対応を強く求めた

い。過日 TBS報道特集で相模原

市のナラガレ対策と実際に起こ

ったキャンプ場での事故「高さ

8Mの木が根元から突然倒れテ

ントを直撃、29歳の妻が胸と

腹を圧迫され窒息死、夫 31歳

は肋骨を折る重傷とあった」こ

と。 

二つ目、我々の活動で以前か

ら懸念されてきた事だが、未だ

に林内にガラス類が発見され続

けていることである。全容は把

握していないがこの日発見され

ただけで、ビニール中袋一杯あ

った。処理した人の話しによる

と、表面に露出したものだけで

なく土中に未だ埋もれているの

もあるとのこと。不法投棄され

たのが今表面に露出し始めてい

るようだ。我々の活動でも注意

し可能な限り処理していくが、

市側でもこうした実態があるこ

とを把握して利用者の安全対策

を講じて頂きたいと思う。 

直射日光が射さない林内作業

とはいえ、極度の蒸し暑さで相

当疲労を伴ったばかりか全身濡



れ鼠状態、額や目から汗を滴ら

せていた人もいたくらい難儀し

たと思う。大事をとって早めに

作業を切り上げたのは言うまで

もない。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [6/25 林内班参加者写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 林内作業-2] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 林内作業-3] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/25 林内作業-4] 

～～～～～～～～～～～～～～ 

6月の第二作業日(6/11)は、 

6月になり、いよいよ夏の暑さ

となってきました。それでも作

業当日は、風もあり木陰に入れ

ば涼しさも感じる作業日和でし

たが‥‥、汗たっぷり････。 

参加者は 16人。林内班 12

人、ゴミ拾い班 4人。 

林内班は、築山-広場の北東

側中心に、下草刈り・灌木剪

定・落下枝拾いと移動を行いま

した。詳細 H三浦さんの報告を

疑参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 作業前集合写真] 

林内班の三浦さんからの報

告･感想です。『最高気温 29

度、湿度の関係で体感温度が

30度にも感ずるとの予報が出

ていた。そのとおりの真夏日と

なったが、幸い風が吹いていた

ので安堵した。 

集まったのは 16人、班編制

はゴミ拾い巡回に 4人、林内班

は 12人となった。 

林内班は、前回刈り払いした

場所の落下枝拾いと集積を主な

作業とし、ほかに刈り払い組 3

人は原っぱ広場と林の間の道路

側端にある U字溝の両側、それ

が終わったら第二駐車場までの

通路側の下刈りをする事にし

た。 

この日は作業内容を変更し

た。拾い集めた落下枝類をいつ

ものように道路側に集積せず林

内の数カ所に分散して集積する

ようにした。何故かと言うと現

在市公園課と市民の間で「未来

会議」の話し合いが進められて

おりその中でカルチャーパーク

の利用形態について様々な取り

組みが提案されている。その中

で「バイオネストをつくろう」

などが有力視されているよう

だ。バイオネストづくりには大

量の枝葉類が必要であり、その

際に役に立つと思われたからで

ある。これまでのように市のパ

ッカー車でクリーンセンターへ

運び燃やすより資源の有効活用

と再利用の点から、林の中に集

積しておけばカブトムシの住処

となるなど自然の循環がなされ

生物の多様性を育む事にもな

る。こうした取り組みが、やが

て子供達の遊びの幅を広げ冒険

心を育くみになるだろう。また

自然環境保全型の公園を目指す

行政の取り組みに添うものでも

ある。今後の取り組みの推移を

見ながら出来る範囲で応援して

いけたらと思う。外気温は気温

29度と高かったが、林内を吹

き抜ける程よい風のお陰で大汗

もかかずに無事終える事が出来

た。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 林内班集合] 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 林内作業-①] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

[6/11 林内作業-③] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 地中から出たガラクタゴミ] 
 

ゴミ班のコースは、東西通り

～東京狭山線～(オオブタクサ

撤去)～サッカー場～湿地～桜

木神社通り～第二駐車場～(オ

オブタクサ撤去)～旧管理棟。 

コース記号は、イ-K-L-l-F-

G-O-P’-a-a’-k-i-ロ-C-U-C-

B-W-b’-b-g-g’-A-d-N-Kと

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①湿地の表面はカラカラで

も、枯れ草をよけるとシットリ

していました。②湿地脇のビワ

を味わいました。③湿地及び入

り口の道、サッカー場から東京

狭山線に抜ける階段道の周辺は

きれいに草刈れが済んでいまし

た。④サッカー場近くの園路を

補修工事中でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 ゴミ班集合] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

[6/11オオブタクサに挑戦] 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 ゴミ集約] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 食べごろのビワ～] 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

７月の作業予定 
定例作業日：7 月 30 日（火） 

第二作業日：7 月 11 日（木) 

作業時間：9：30～11：30 

＊作業内容:ゴミ拾い･林内整備作業 

＊持ち物：手袋､タオル､雨具、

飲み物､念のため、保険証・

お薬手帳など 

荒天･猛暑日など天候不順の場

合は、事前に中止連絡します

が、微妙な場合現地にて判断し

ます。判断に迷うときは、深澤ま

で[090-8014-3310]連絡下さい 。 
～～～～～～～～～～～～ 

7月は現地昼食会を中止します 

2024年度の行動予定日- 
 

7/11(木) 7/30(火：定例) 、 
  8 月は現地作業を休止します。 8/27(火)は応援隊きらくな懇談会を実施します。 

懇談会後の納涼会実施を予定します。 
9/12(木) 9/24(火：定例) 、10/15(火) 10/29(火：定例)、11/12(火) 11/26(火：定例) 、

12/12(木) 12/24(火) は、現地作業なし 応援隊きらくな懇談会・忘年会 
1/14(火) 1/28 (火：定例) 、2/11(火･休日) 2/25(火：定例) 、3/11(火) 3/25(火：定例)  



～～～～～～～～～～～～～～ 

かわらばんの寄稿者が偏って

います。感想・意見など投稿を

お願いします。ショートメール

で簡単なものでも構いませんの

でよろしく。 

7/13 午前に、今年度２回目の

「未来会議」が開かれます。す

でに 6/23付けのメール等でお

知らせしたように、三つのテー

マで行動計画を練り上げるとい

う位置づけです。興味のある方

は「未来会議委員」でなくとも

参加できます。参加希望者は事

前に申し出てください。 

三つのテーマとは、「バイオ

ネストを作ろう」「ところざわ

里山体験」「おにごっこ」で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[6/25 林内整備状況] 

 

 

コロナ対策の基本について 

WHOは「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣

言を終了しましたが、同時に「ウイルスは命を奪い続

け、変異も続けている。宣言の終了をもって各国は国民

に、新型コロナは心配ないというメッセージを送っては

いけない」と述べています。ということで従来の予防策

に準じた行動を基本とします。 

感染予防対策、 

・間隔をとっての行動。(体操･作業) 

・マスク着用：各自の判断とします。 

・作業間隔の短縮・水分補給。 

・使い捨て手袋または終了直後に洗える手袋など使用

(特にゴミ拾い)。 

なお、石鹸・消毒用アルコールは準備しています。 

新型コロナ発生時の対応 

①毎回参加者名簿を作成する（三浦さんがつけている

出欠簿による）。 

②次の場合その都度、代表へ連絡する。(発信元は伏せ

て参加者に知らせる) 

イ.症状があり、検査を受けた時。 

ハ.検査結果と医師・保健所などの指示があったとき。 

③陽性者が出た場合、求められれば、参加者名簿を保

健所・公園課に提出します。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 

 
                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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